










1.はじめに 

先天異常モニタリングはteratogenの検出と,それに基づくteratogenへの暴露の回避が目

的である。しかし,teratogen によって生じる先天異常の表現型は,遺伝性疾患のそれと酷

似することがあり,また環境要因と遺伝要因の相互作用によって先天異常が成立すること

が知られているから,遺伝学の知識を先天異常の臨床診断,病因探求および発生防止策に役

立てることは極めて重要である。 

同時に,モニタリング実施に伴って把握される先天異常児(者)とその家族への医療サービ

スを整備することも極めて重要な課題である。遺伝相談は先天異常の成立に遺伝的要因が

関与する場合,これを予防する方策のひとつとしての医療サービスの中で,実行可能な具体

的な方法として位置づけられる。 


